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共通研究主題

生 き る カ を 育 て る 生 活 指 導

1主 題設定の理由

これか らの教育 は、一人一人が 自分 らしく生 きて い くことに価値を認 める教育であ り、それ

は 「生 きる力」 として総称 されて いる。生活指導のね らい も、 「個性 の伸長」 「自己実現の基

盤の育成」 「自己指導能力の育成」な ど、一人一人の人格の完成に向けての指導 ・援助であ る

ので、生活指導 を充分 に機能 させてい くことは 「生 きる力」の育 成にっ なが ると考え る。 した

が って、 これか らの生活指導 は、 日々の問題 に対処す るだ けでな く、本来のね らいに合わせ、

「生 きる力」を育て る教育を積極的に行われなければ な らない。

また、 「生 きるカ」を提言 した中教審 の 「審議の まとめ」には、 「今後 にお ける教育の在 り

方」の(5>と して、い じめ ・登校拒否の問題が取 り上 げ られてい る。その中で、 い じめや登校拒

否等の問題の解 決には、 「学校が、子 どもたち一人一 人を大切に し、子 ど もた ちが 自分のよ さ

を見 いだ し、それを伸 ば し、存在感や 自己実現の喜 びを実感で きるような学校で あることが重

要で ある」 と述べてい る。

この よ うに 「生 きる力」の育成 は、生活指導上 の問題解決の上か らも、今後 ます ます重要に

なると考え、研 究主題 「生 きる力を育て る生活指導」 を設定 した。

皿 第1分 科会の研究

研究主題

豊かな人間関係を創造する集団活動

1第1分 科会研究主題設定の理 由

最近の学校 におけ る子 ど もたちの様子を見 ると、個の 目標に対 してはある程度の努力をす

るが、集団の 目標 にはあま り力を注 こうと しない様子が見受け られ る。相手の気持ちを考え

た発言や行動 ができない とい った、集団活動 にな じめない子 どもたちが多 くな って きてい る。

第1分 科会では、 この よ うな現状を改善す るには、 「生 きる力」の豊かな人間性 の育 成が

必要であ り、それを生活指導の観点か らいかには ぐくむかを考えた。

各個人の人間性 は、乳幼児期か ら現在 に至 るまで の成育の中で培 われて くる ものであ る。

その培われ方は、人 それぞれで ある。 このよ うに培 われて きた人間性 を、学校 という集 団生

活 を営む場でいかによ り豊か な人間性へ とは ぐくん でゆ くか。我 々は、 この大 きな課題 を、

集団生活 に必ず存在 す る人 間関係 によっては ぐくむ ことがで きるのではないか と考えた。

集団活動の場 には、他 を模倣す ることによ るさらなる自己育成、他 を見 ることによ って 自

分を省み る自己理解 、共 同作業 を通 しての思いや りや協調性の育成など、個の資質を高めて

ゆ く多 くの機能が あ る。

そ こで、人間関係 を構築 す る集団活動の場を設定 し、豊かな人間関係 を創 り上げ る活動を

行 うことにより、豊かな人 間性 を育成す ることが で きると考えた。

以上の ような考えを もとに研究主題を設定 した。
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2研 究の 目標

(1>子 どもたちの人 間関係の傾向を明 らかにす る。

(2)集 団活動 とい う場面 にお いて、豊か な人 間関係を は ぐくむ ための方策を探 る。

(3>豊 かな人間関係 の成立が豊かな人 間性の育成 にっなが ることを明 らか にす る。

3研 究の仮説

集団生活 にお ける人間関係を改善す るにあた り、次の3っ の要素が重要であ ると考 えた。

関わ り合 える:す すんで話 しかけた り行動 した りする。

認 め 合 え る:互 いにわか り合 い、相手 を大切 にする。

高 め 合 え る:仲 間 と協力 し、 めあて を達成 しよう とする。

そこで これ らの要素を集団活動 に意識 して取 り入れ ることによ り、豊か な人 間関係が促進

され"他 を認 め、他 を思 いや り、他 と協調 し、集団 と しての 目的を達成 しよ うとす る"人 間

性豊かな子 ど もの育成がで きると考 えた。

4構 想図

第1分 科会テーマ

「豊かな人間関係を創造する集団活動」

(仮説)

集団活動において豊かな人間関係を育成することは豊かな人間性をはぐくむ

ア ンケー トによ る児童 ・生徒の意識

日常の教育活動

o道 徳

・特別活動

●朝 の会 ・帰 りの会

●学校行事

●学級活動

●クラブ 等

『 集団活動
1
「

・各教科での実践

・実証授業

豊かな人間関係を

)騰欝(
旨 高め合えるi
ド

」
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5意 識調査 について

α)集 約方法

●対象 小学校5年 生か ら中学校3年 生 まで

●調査数756名

●実施時期 平成10年10月

(2)調 査結果か ら読み取れ ること

意識調査結果(小 学5年 ～中学3年)

⑤自分の考えをしっかり俵えることができるカ

⑥自分と違う考えを受け止めることがで参るか

⑦友連の気持ちを考えて行動 しているカ

⑤よりよい活動をするため、遊んで友達と協力してい
⑨協力しようとしない人に注意をすることができるか ・

⑩協力することの良さや楽 しさを感じることがあるか ・

○学年が進む につれて相 手の ことを考え ないで行動 す る。(小5→11%,中3→16%)

●中学3年 生の半数 は、 「協 力 しない人 に注意 しない」 と答えて いる。

●小学6年 生の89%が 「協 力す る楽 しさを感 じる」 として いるが、 中学3年 生 は73%と 極

めて低 い。

●中学1年 生男子の30%が 、 「他人に 自分の考 えを伝え ることがで きない」 と してい る。

また、学年が進むにっれ減少 してい る。

・小学6年 生 は、下級生 とのかかわ りが多 い ことや学校の中心 となることな どか ら、 「考

えの違 う相手の ことを受 け止め る」 と答えているが、中学生男子で は、3年 生 の25%が

「受 け止め ることがで きない」 と してい る。

(3)項目ど うしの関係

友達 と遊 ぶ時、 「いつ も自分 か ら誘 う」 と答 えた人

o 20 40 60 80 100%

E 1;;;;1
■ 「`.L■ …

獲iii
,

9G蓋

1
;1;・;i

〔コ 友達が10人以上いる

脇 友連が5～9人圃
友逮が1～4人

懸 友達がいない

「周 りの人 に自分の考えを しっか り伝えることができる」 と答えた人
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「よ りよい活動をす るために、進んで友達と協力 している」 と答えた人

口 協力することの良さや楽 しさを感じることがよくある膨 ヨ
ときときよ くある

匝]あ まりない懸
ない

(関 わ り合え る 一一一 ③ と②)

いっ も積極 的に友達を さそ う生徒 ・児童 は、 よ り多 くの人 と関わろ うと している。

(認 め 合 え る ………… ⑤ と⑦)

自分を しっか り伝え ることので きる生徒 ・児童 は相手の ことを考えて行動 している。

(高 め 合 え る 一一一 ⑧ と⑩)

すすんで協力す る児童 ・生徒 はその ことの楽 しさを感 じ、集 団の必要性 を感 じて いる。

(4)ま とめ

ア 意識調査か ら読み取れ ることは、学年 に関係な く 「人の話 を聞いた り受 け止 めた りす

ること」 とい う受動的態度 と 「自分 の考え を相手に伝 え るとい う表現」 とい う能動的な

表現活動 とを比較す ると、後者の意識が著 しく低い。 したが って、そ こに 「関わ り合え

る ・認 め合え る ・協力 し高め合 える」 ことについて指導 の必要性が あると考え られ る。

イ 小学校6年 生の意識 は、他 の学年(小 学校5年 生や中学校 各学年)と 比較す ると群を

抜 いてプラスの傾向 にあ る。 これは、 この学年にな ると校 内における役割が なん らかの

責任 を もっ立場 にあ る。そのためには、下級生の指導 や同 じ仕事仲間 との コ ミュニケー

シ ョンを とる必然性が生 じ、仕事(役 割)の 達成感によ って、小学校5年 生 に比べて意

識が 高い もの とみ られ る。

ウ 同 じよ うに、中学校2年 生において 「協力 しない人 に注意す る ことがで きるか」 とい

う質問 に対 し、中学校1年 生 は58%、 中学校2年 生 は63%が 、 ポ ジティブな回答を して

いる。 それ はち ょうどこの時期が生徒会 ・委員会 ・部活動の役員等が交代す る時期 で、

校 内の リーダーが3年 生 か ら2年 生 に移行す る時 である。

工 同様 に、達成感 において も小学校6年 生は群 を抜 いて ポジテ ィブであ る。

(小5→83%,小6→89%,中1→75%,中2→76%,中3→73%)

以上の調査結果か ら、児童 ・生徒一人一人が異年齢集団や学年 ・学級 ・班 ・係活動等で

責任のあ る立場 や役割 を もって活動 で きるよ うに組織 し、指導 していけば、意識等の高 ま

りも認め られ る。

また、集団 活動 を通 して、相互にかかわ り合 い、 その存在を認め合 うことによ って、意

識の高 まりも期待 で きるとい う結果が 得 られた。
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6教 科外の実践例

(1)短 学活(朝 の会 、帰 りの会)

「帰 りの会」の例

① 日直の反省

② クラス(班)の 反省

③ 明日の授業の持ち物

④ 係、委員会からの連絡

⑤ 先生か ら

関わ り合え る

認 め合え る

高 め合 え る

当番 と しての仕 事がで きたか ど うか。

授業中の態度 はどうだ ったか、係の仕事 はで きたか。

教科係か らの連絡 を行 う。

班の活動 を評価す る。

(他 の人 との関 わ り合 う場 面を設定す る)

自他を肯定的 に評価す るよ う助言す る。

(自 分や他 の人 のよい面を認め る習慣を身にっ ける)

次週の班の 目標 を決 める。

(よ りよい班 にな るため協力す るきっかけをっ くる)

(2)週 番制の 日直

01週 間単位 で班 ごとに 日直の仕 事を分担す る。

美化…掲示物 をはる。電気を消す。 集配 …プ リン トを配 る。

黒板 …黒板を きれ いにす る。

※班長が休んだ とき班員が代わ って行 う。班長 は班員が分担を忘れた とき声 をか ける。

○主な仕 事

●朝、帰 りの会の 司会をす る。

●日直 日誌の記入

関わ り合える

認め合 え る

高め合 え る

日直を班単位で行 う。

(日 直を通 して、班員 どう しがかかわる回数を多 くす る)

日誌 に仕事の様子を記入 させ る。

(仲 間が努 力す る様子を知 り、お互いを評価す るきっかけを作 る)

一 日の仕事を評価 し、 コメ ン トを添え る。

(班 員 どう し協力す ることが仕事を早 く終 わ らせ ることに気づかせ る)

(3)給 食当番、清掃当番

当番の分担表を作 り、班長を中心 に分担を話 し合 うことか ら指導 を始あ る。班長の リー

ダー性 を向上 させ ることと、各班 員の責任分担を明 らかにす る。

関わ り合える 分担表を作り、班長が必要なときに班員に声をかける。

(班の会議に全員が参加する)
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認 め合え る

高 め合え る

欠席者がいるとき、班長や班員が仕事をカバーする。

(事情で仕事ができないときに班員がそれを認めカバーできるよう指導)

分担表に関係な く目的のたあにすすんで行動ができるように指導をする。

(お互いに信頼 し合う人間関係の構築に心がける)

(4)実 行委員会形式による林間学校の実施

実行委員を募集すると同時に生徒の意識を高める。

運営の仕方 ① 実行委員会の組織作 り

② 全ての運営計画を作る

③ 事前学習への取 り組み

④ 林間学校の目標 ・ルール ・持ち物などの検討 としお りの作成

⑤ 各係会との連携

⑥ 林間学校中のキャンプファイヤー等の行事の計画と運営

⑦ 実行委員会による反省とまとめと次の行事への申し送りのまとめ

関 わ り合 え る

認 め合え る

高め合 え る

生徒 相互の意見の交換の場面を多 く作 る。

(自 由で活発 な生徒相互の関わ りを大切 にす る)

生徒 一人一人の考えを生か したルールを実行委員会で作 り上げ る。

自分 の意見を しっか り伝え ることと、相手 の意見を良 く聞 き尊重す ること

が大 切であ る。

(意 見の積 み重ねが あるので互 いを尊重 し、認め合いが生 じる)

実行 委員会が 自分達の組織であ るとい う自覚か らお互い に支え合い、 目標

を達 成 しよ うとす る姿勢が出て くる。

(次の行事で反省が生か され、よ り良 くしていこうという気持 ちが 出て くる)

⑤ グループ新聞作 り

係、委員会、班 な どで、学校や学級の生活について取材 し、生活を より良 くす るための

願 いを実現す る手 だて とす る。

関わ り合える

認め合 え る

高め合 え る

グループ内で記事内容について意見を交換す る。

グループ内で分担 した ところを 自分の考えを基 に記事 にす る。

記事 内容 を読み、人の考えのよい ところを受 け止め、共感 した り、賞賛 し

た りす る。

グループで協力 し新聞を完成 させ る。

読者の感想や意見を受 け止あて、それを生か して次の新聞を作 るよ うにす る。

(み んなの広場に読者カー ドを掲示す る)
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了 実証授業

α)単 元名 ボ ール 運動 「バ ス ケ ッ トボ ール 」

(2)主 題 との関連

① 本単 元にお ける豊かな人閤関係

バスケ ッ トボールのチーム とい う集団を中心に豊 かな人間関係を築 き上 げるために、

3つ の視点 にお ける児童の姿を具体化 した。そ して、児童が学習活動の中で これ らの姿

を高めていけるよ うに支援す ることと した。

関

わ

り

合

え

る

め合

え

る

め合

え

る

●チームの話 し合 いや練 習に参加す る

・自分の考え を友達に伝え る

●一人一人が協力 しよ うとす る

●協力 して準備運動や整理運動 を行 う

・チ ーム内の 自分の役割 を果 たす

●友達に声をかけた り、応援 した りす る

●自分以外の友達を意識 してよさに気づ く ●チー ム内で互 いのよさを話 し合 う

・相手 チームの よさを見つけ、メ ッセ ー ジで伝え る

・友達 の考え を受 け止めた り、 自分の考えを伝えた りす る

・友達 のすば らしいプ レーやがん ば りに気づ き、他の友達 に伝 え る

・友達 のよさに気づ き、 自分に も生か そ うとす る

・友達 の動 きやプ レーが意欲的になるよ うに声をか ける

●ゲームを振 り返 り自分たちに合 った作戦を立て る

・チームの ためにすすんで発言 した り、活動 した りす る

・技能 の高 ま りだけでな く心情面 の高 ま りも大切にす る

●チームで協 力 し、めあてに向か って学習 に取 り組む

② 豊かな人 間関係 を構築す るための具体的 な方策

o友 達どう しの言葉かけ

こんな言葉 を友達 にかけて もらった らうれ しいという子 ど もたちの言葉 を拾 い上げ、

模造紙に例示 し、学習活動の中で常 に活用す る。相手の立場 を考えた言葉 をつか うこ

とで より 「関わ り合 い」が深 まり、豊か な人間関係が形成 され ると考え た。

○メ ッセー ジカー ド

ゲーム以外 のチームは審判を行 うが、その

役割の一っにゲームプ レー中の友達 のよ さを

見つ け、ゲーム後 にメ ッセー ジを書いて渡す

係を設定 した。チーム以外の友達か らよ さを

認 めて もらった り、ア ドバ イスを受 けた りす

ることで、相互 の認め合 いにっなが る と考え

た。
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○学習カー ドの活用

毎時、書 き込 ある学習 カー ドを用意 した。 めあて ・作戦や学習の振 り返 りが で き、

さ らにチーム ワー ク度を チーム内で評価 した り、 その時間頑張 った友達 を選ぶ項 目 も

加えた。 チーム内の友達 のよさや 自分た ちの活動 のよさを確認 し合え ることで、認め

合 い ・高め合いが促進す る と考えた。

・ルールの工 夫

自分たちが 、よ り楽 しくゲームを行 うために、学級全体での話 し合 いの場 を設定 し

た。ルール上の問題点や改善点を話 し合い、 自分 たちに合 うル ールを工夫 してい くこ

ととした。 それによってチーム相互の関係や学級全体を意識 させ、ルールの大切 さを実

感で きると思われ る。 これ らの姿 は社会的規範意識 を高 める態度にっなが ると考えた。

③ 学習過程

時 学 習 活 動 生活指導上の視点 その他の支援

オ リエ ンテ ー シ ョン ●ア ンケー トな どで意識 を

1.学 習 の ね らい 、学 習方 法 ○認 あ合 い励 ま し合 って互 掘 り起 こ し、意欲 的に取

学習の流 れを知 る。 いを高め合う学習の進め り組め るようにす る。

方を知 らせ る。 ・学習 カー ドの書 き方 や学

(関わ り合 い) 習資料の活用方法を説明

1 2.ル ール や ゲ ー ム の仕 方 を ・ル ール の 工 夫 に よ って誰 す る。

確かめ る。 で も活躍できる可能性を ・学習の流れやルールを掲

持て るようにす る。 示 す る。

(関わ り合 い) ●チー ムの能力差が 出ない

aチ ーム を作 る。 よう配慮 す る。

2 よさを見っけ認め合 う ○チームのめあてを意識 し ●チー ムの め あ て に合 った

1.チ ーム ごとの準備運動や 声をかけ合って練習やゲ 作戦や練習方法を選択で

3 練習 一 ムを して い るチ ー ム を きるように資料を提供 し

賞賛す る。(高 め合 い) た り助言 した りす る。

4 2リ ー グ戦(4分 ハ ー フ) ○教え合いや声援 によ って ●チー ムの め あ て に むか っ ・

ゲ ーム1 積極的に関わ り合 ってい て一生懸命 プ レー して い

5 作戦 タイム て一生懸命 プ レー して い る児童を賞賛す る。

ゲ ーム2 る児童を賞賛す る。 ●公正な審判 をめざ して

( (認め合 い) ジ ャ ッ ジ しよ うと して い

本 ・係児童にはゲーム中の児 る 。

時 3.話 し合 い(振 り返 り) 童の よさを見っ け られ る
)

よ うに助言す る。

(認め合 い)

6 よさを生か し高あ合 う ○一人一人のよさを生か し ●チ ー ム カ ー ドや メ ッ セ ー

1.リ ー グ戦 ま た は対 抗 戦 てチ ームに貢献で きるよ ジカー ドの活用 を促す。

7 練習 うに助言す る。

(高 め合 い)
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8 作戦を柔軟に構成する ○プ レー ・声 援 ・教 え 合 い ●児童の実態や願 いによ っ

ゲ ー ム ・係分担 など多面的によ て学習の進 め方 やルール

9 さを認め合えるように助 を工夫するように助言す

2.パ ワー ア ップ タ イ ム 言す る。(認 め合い) る 。

10 (チ ー ム 内 ・対 戦 チ ー ム ○個 やチームの高 まりを賞

の よさを認め合 う) 賛 しそれを 自覚で きるよ

11 うにす る。(高 め合い)

④ 本時の学 習(5/11)

1)ね らい

・進んでゲームに関わ り、カー杯運動 しよ うとす る。

・パ ス、 ドリブル、 シュー トなど自分 の役割 に合 った動 きがで きる。

2)生 活指導上(豊 かな人間関係)の 視点

・チームの仲間 と声をかけ合い、協 力 しなが ら学習に取 り組む。

・メ ッセー ジカー ドやチームカー ドの活用を通 して互いのよ さを認 め合 いなが ら取 り

組 む。

(展 開)

分

・集 合、あいさっ、めあての確認

○チーム ごとの準備運動

・チーム練 習

●めあての確認、話 し合い

.チ ーム練習

○ゲ ー ム(リ ー グ戦)4分 ハ ー フ8分

第1試 合

一Aコ ー ト(舞 台 側)一

水 色 班 対 赤 班(審 判)黄 班

一Bコ ー ト(入 口側)一

オ レンジ班 対 緑班(審 判)青 班

作戦 タイム(3分)

●作 戦の確認 や反省をす る。

(審 判チームが チームのよ さを記入

支援活動及び生活指導上の視点

・めあて にあ った作戦 と練 習を し、 ゲームで

カを発揮で きるよ う助言す る。

・協力 して効果的な準備運動 を して いるチー

ムを賞賛す る。→(関 わ り合い ・認 め合い)

●キャプテ ンやマネー ジャーを中心 に、みん

なで意見を出 し合い、練習の内容、方法を

確認す る。 →(認 め合い)

・一人一人が声をかけなが ら、作戦を意識 し

た練習を してい るチームを賞賛す る。

→(高 め合 い)

・チームの作戦を考えなが ら、互 いに声を

か け合 いプ レーを した り、応援 した りす る

児童を賞賛す る。

→(関 わ り合 い ・高め合い)

●審判 チームの記録 係等の児童 には、他 チー

ムの よさを見っけ られ るよ う助言す る。

→(認 め合い)

●プ レーの よさやチームのよさ、作戦の よさ

を話 し合 うよ う助 言す る。→(認 め合 い)
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30

40

した、 メ ッセ ー ジカ ー ドも参 考 に

す る。)

3第2試 合

一Aコ ー ト(舞 台側)一

オ レ ンジ班 対 赤 班(審 判)水 色 班

一Bコ ー ト(入 口側)一

黄色班 対 青班(審 判)緑 班

○整理運動をす る

o本 時の学習を振 り返 る

・チーム ごとに話 し合 う
。

○本 時 の ま とめ

・集 合 、 整列 、振 り返 り

・チームの作戦 を考え なが ら、互いに声を

か け合いプ レーを した り、応援 した りす る

児童を賞賛す る。

→(関 わ り合 い ・高 め合 い)

・審判 チームの記録係 等の児童 には
、他 チー

ムの よさを見っけ られ るよ う助言す る。

→(認 め合 い)

・協力 して ス トレッチ運動を して いるチーム

を賞賛す る。→(関 わ り合い ・認め合い)

・チーム ワー クやチームに貢献 した児童につ

いて賞 賛 した り、 よさに気づか せた りす る

→(認 め合 い)

・チーム ごとに自チームや相手 チームに見 ら

れ たよさを紹介 し合い、次回へ の意欲を高

め られ るよう助言 す る。→(高 め合い)

⑤ 実証授業の成果 と課題

o審 判チームか らのメ ッセー ジカー ドによ って、

他 チーム との交流を図 り、互 いのよさを認 め

合 うことがで きた。

oチ ームの話 し合 いの場 を設定 した ことで、 プ

レー ・審判の役割を明確 にで きた。役割を果

たそうと協力 して、チ ーム ワー ク も次第に高

ま って いった。

oチ ーム内の言葉のか け合 いが スムーズに行 わ

れ るように、具体例を示 した。児童のアンケー

トや毎 時の話 し合 いか ら拾 い上げ た り見やす

い場所 に掲示 した りしたので、児童相互のか

かわ りが深 まって いった。

・毎時、学習の まとめ に、チ ーム ワーク度 や高

まりのあ った児童にっ いて話 し合 った ことは、

互 いのよ さを認め、高め合いを促 す ことにっ

なが った。

・人 間関係 を豊 かに育む3っ の視点か ら学 習過

程全体 における支援 の在 り方を考 えたが、今

後 はさ らに具体的 な場面や個 々の実態 に応 じ

た支援の在 り方を研究 してい きたい。

タ驚.
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8研 究の成果

●仮説を実証 する授業で生活指導の機能 を生か した要素を取 り込む ことによ り、児童が明 ら

か に変容 して行 く様子を見 ることが で きた。

●生活指導の機能 を生か した要素を、授 業の 中に盛 り込め るとい うことが 明確 にな った。

●豊か な人間関係 を創造す るための 「視点 」が明 らか にな った。 これによ り、集団 活動の 支

援のあ り方や 日常 での子 ど もたちへの関わ り方が 具体的 になった。

●学習集団の質的向上 によ って、課題解決学 習への展望が よ り具体化 された。

●この研究を通 して、校 内暴力 ・い じめ ・登校拒否 な ど生活指導上の問題は、単な る対処療

法的 な対応を していては、いけないということを知 りえた。 これ らの問題の根底 には人間

関係 のひずみが隠 されてお り、豊かな人間関係 の創造 は、 これ らの問題解決の糸口である

とい う、明確な認識 を得 る ことがで きた。

9今 後 の課題

●今後、児童の実態 に合わせっっ、授業 ・授業外の様 々な機 会に、豊か な人間関係を育成す

る要素をよ り具体的 に対応で きるよ うな手立てを明確化す るとよい。

●い ろい ろな教科領域 において も実践 を進 め、仮説の実証をす る必要が ある。

●小学校 ・中学校連携 による系統 立てた方策を具体化す るとよい。

○豊かな人間関係の育成 は、今後 も変 わる ことのな い教育 目標 であ り、また、 あ らゆる教育

活動の基盤 とな りうる もので もあ る。 この ことを我 々教師が認識 を新 たに しな くて はな ら

な いと考えた。
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皿 第2分 科会の研究

研究主題

生活指導の機能を生か した学習活動

1第2分 科会研究主題設定の理 由

「生活指導 は機能であ る」 と言われ る。機能であ るとい うことは、教育活動のすべての領

域 において働 くことを意味 している。 したが って、学 習活動 の中に生活指導の機能を取 り入

れ ることは新 しいことで はな く、従来か ら行われて きた ことである。ただ し、 これ までは、

「人の話を黙 って聞 く。」 「手 を挙 げて発言す る。」 「指示 され たよ うに行動 す る。」 な ど、

ルールを守 ることに偏 りが ちで、 「生 きる力」でい う 「豊か な人間性」を は ぐくむ機 能を意

図的に取 り入れ ることが少なか った。 その結果、い じめや登校拒否、学習意欲の低下な どの

問題 を予防で きなか った。い じめや登校拒否等に関す る調査 によると、一人一人の長所が認

め られ、意見が大切 にされ る学級で は、 い じめが起 きに くく、 自分が人に認あ られてい るこ

とを実感 し、困 った時に助け合 える雰囲気のあ る学級 では、潜在的 に登校拒否傾向のあ る子

どもで も学校に来 ることができる。 また、分かる ・自分な りにで きる ・分か らないときは助け

て もらえ る授業が行われてい る学級で は学習意欲の低下 も起 きに くいことが指摘 されている。

学 習活動の中 に生活指導の機能 を生か した場 を設定 し、 「自己決定」の力を伸ば し、 「共

感的関係」を は ぐくみ、 「自己存在感」を もて るよ うにす る ことは、 これか らの生活指導の

積極的 な役割であ ると考え、研 究主題 「生活指導の機能 を生か した学習活動」を設定 した。

2研 究主題の とらえ方

(1)「 生 きる力」 との関係

「生 きるカ」に は、①問題発見 ・解決の能力、②豊か な人 間性、③健康や体力の3っ の側

面が示 されて いる。生活指導は、 「自分 らしい生 き方 」を見っ けるのを援助す ることにね ら

いが あ り、 その機能 は主 に意欲 ・関心を高め る働 きをす るの で、 ここでは 「豊かな人 間性」

に重点を置 いて研究を進めた。

「生 きる力」 と しての 「豊か な人間性」 について は、幅 広 く様 々な観点か ら考 え、 「自

立」 。 「共生」 ・ 「個性」 とい う言葉 に置 き換 えた。

◇ 自立(力 強 さ)自 分で生 きてい こうとす る強 い心や行動

く自律、 自立心、 自己抑制 力、 自己責任 な ど〉

◇共生(優 しさ)み ん なで生 きてい こうとす る優 しい心や行動

く協調、思 いや り、感性 、倫理感 、社会貢献の精神 など 〉

◇個性(自 分 ら しさ)一 ・… 自分の よさを失わずに生 きて い こうとす る心や行動

〈自信、存在感、 自分 ら しい価値観 など 〉

この 「自立」 ・ 「共生」 ・ 「個性」 にっなが るよ うに、 「生活指導の機能」を学 習の場で

も生か して いけば、 「生 きる力」の育成 につなが ると考え た。<図1>
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<図1>

生活指導のねらい

生 きる力の育 成

問題解決能力

豊かな人間性

◎

自立

共生

〈機能を生かす 〉

自己決定

共感的蘭係

自己存姦感

学習活動

その他の活動

(2)生 活指導の機能 を生かす

「自立」 ・ 「共生 」 ・r個 性」 にっなが る具体的 な生活指導の機能 として、次の3っ の機

能を取 り入れて学習 を構成す る ことに し、次のよ うに定義 した。

機 能 自 己 決 定 共 感 的 関 係 自 己 存 在 感

定 義
自分を知 り、

自 ら決定す る

お互いのよさやちがいを

無条件で認め合える関係

自分 の役割を果 た し、

自分 の価値を感 じられ る

意欲との

関係

自分で決定す る ことに

は喜びや充実感が あるの

で、問題 に主体的 にかか

わ ってい く意欲 を高 める

自分のよ さを認めて も

らえた喜び と、 その中で

一緒に学 んでいる安心感

が意欲 を高め る

自分 の役割を果 た した

ことによ る自分への 自信

と信頼が 、次の ステ ップ

への意欲 を高め る

これ らの機能は定 義の上か ら、f自 己決定」はf自 立」 に、 「共感 的関係 」は 「共生」 に、

「自己存在感」は個性 に主 につ なが ってい くと考え る。ただ し、 この3っ の機能 には、互 い

に関連 し合 う内容 と、それぞれ に 「自立 ・共生 ・個性」 にっ なが ってい る要素が ある と考え

た。 したが って、研 究の中では具体的 な場面が どの機能 にあたるとか、 どの力を育 てている

とい うことは、その時の置いて いる重点 によって振 り分 けた。

そ して 、 これ らの機能 を生か した実践 によ って、一人一人 に 「自己決定 をで きる力 自己決

定 力)」、 「共感的関係 を は ぐくむ力(共 感的 関係)」、 「自己の存在を感 じられ る力(自 己

存在感)」 を伸ば してい くことが重要であ ると考え、は ぐくみたい3つ の力 とした。<図2>

(3)学 習の場で展開す る

生活指導の機能を学習の場 で生かす とい うことは、教科や領域の内容を同時 に扱 って い く

ので、学 習と して質 が高 く、教科の新 しい重点 も取 り入れて い く必要がある。 それ によ って

「豊か な人間性 」とともに、 「確か な学力」を培 ってい くことも考えた。
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<図2>～3っ の機能 は互 いに関連 しあいなが ら、 それぞれ に自立 ・共生 ・個性 にっ なが る～
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人 の こと も考えて決め る

自分 に合わせて決め る1

自分で よさを見つ け る

人の よさを認め る

自分の よさが分か る

自分 の役割 を果 たす

人に認め られて感 じる

自分 の価値 を感 じられ る0
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て感 じる
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3研 究の内容

研究仮説を次のよ うに定 め、(1)場の設定、(2)高め る方法 に研究の ポイ ン トを置いて研 究を

進めた。

学習活動 に生活指導の機能を生かす場 を設定 し、教師 と子 どもあ るいは子 ど も相互の人

間的なかか わ りを支援の中心 に していけば、 「自己決定力」を高め、 「共感的関係」を は

ぐぐみ、 「自己存在感 」を広げてい くことがで きる。

(1)3つ の機能に合わせた学 習の場 を設定す る

☆ 「自己決定の機能 を生かす場」 とは、 「自分の考 えや学習す る内容 ・方向を、 自分で決

定で きる場 」で あ り、教師か ら知識や課題 を一方的 に与え られ る学 習の対極 にある。

〈 「自己決定の機能 を生かす場」の例 〉

・考えをま とめ る ・課題を選択す る ・問題を作 る ・目標 を定め る

・調べる内容を選ぶ ・自分の態度 を決める ・自分で考え
、行動す る な ど

☆ 「共感的関係をは ぐくむ場」 とは、 「お互 いのよ さやちが いを認め合え ることにっなが

る人間的なかか わ り合いの場 」で あ り、形式的な言葉 や態度を こえた ところにあ る。

〈 「共感的関係 をは ぐくむ場」の例 〉

・自分の考えを伝 え る

・コメン トを もらう

・お互 いにア ドバ イスす る

・共同作品を作 る

・一緒 に問題を解 く

・対話を取 り入 れ る な ど
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☆ 「自己存在感 を確か める場」 とは、 「自分が果た した役割を、 自分で感 じた り、人 に

認めて もらった りして感 じる場」であ り、他 との比較で 自分を と らえない評価 であ る。

〈 「自己存在感 を確か める場」の例 〉

・納得の い くものが作 れた ・自分の 目標を達成で きた ・自分の作品が飾 られた

・自分の考えが取 り入 れ られた ・代表 と しての役割が果 たせ た な ど

この3つ の機能を生か した場 を学習の中 に取 り入れてい くことは、教師主導か ら子 ども主

体 の授業への転換、教師 と子 どもあるいは子 ど も相互の感情 を軸 とした人間的な関係を中心

に展 開 され る授業を 目指す ことであ る。そ こで、 「自己決定」 ・ 「共感的関係」 ・ 「自己存

在感 」の3っ の機能を生か し、3っ の力へ と高 める方法が必要 となる。

②3っ の機能を生か し、3っ の力を高め る方法 を考え る。

☆教師のあ り方 を変え る

①意識 一3っ の機能を生か した授業 を常 に心掛 けるとともに、ど うした らどの子 も

自信 と喜 びを もつかを意識 してい ること。

教師 自身の意識や支援 のあ り方 を向上 させ るために、教 師の 自己評価 カー

ドをっ ける。

② 態度 一 授業の 中で、進んで子 ど もとかか わ りを もち、 カウンセ リングマイ ン ドを

生か した態度で接す る。

③支援 一 一人一人の子 ど もが、授 業場面 で どのよ うにな るかを具体的 に想定 して、

具体 的な支援を考え る。

☆授業 に機能 の場やかかわ りの手だてを入 れ る

①構成 一3っ の機能を生かす場 を指導 案の中に位置づ ける。

②ふれあいの時間 一 お互 いに、その授 業の中で感 じたことを話す時間を設 け る。

③評価 一 教 師か ら子 ど もへの情 意的なサ ポー トをね らいに入れた 自己評価 カー ドや

子ど も相互 によさや ちがいを感 じた ままに書 く相互評価 カー ドをつけ る。

4研 究構想図(次 頁)

5実 践研究

1実践事例il〈 小学校 〉第5学 年 家庭禾斗
「生活 に生かすために～世界で ただ ひとっ、 自分 だけの袋を作ろ う～ 」

学習内容:世 界の どこに も同 じものが ない自分 らしい袋を作 り、 それ におやつを入 れて、

みん なで遠足 に行 こうと意欲づ けを した。そ して、 自分 な りの見通 しを もって製

作の計画 を考え るよ うに した。児童一人一人の こう したいとい う願いを可能 なか

ぎり受 け入れ、技術面、精神面を支援 して い く指導計 画を立て、 どう した らどの

子 も自信 と喜 びが もて るか、 それ にはどの ように教師が対応 した らいいかに着 目

して実践 を行 った。
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4研 究構想図
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↑ ↑

自己輝 々・共感的関係・自己存在感 思考力 ・判断力 ・知識 ・技能 ・態度

↑ 狛 信 と喜び … ↑

教 科 や 教 材 の よ さ を 生 か し た 授 業

授

業

の
ね

ら

い

場

の

設

定

〈高 あ る方 法 〉

教師のあり方 億 識、態度、指導、援助)授 業の変革(構 成、相互言平価、自己評価)

自 己決定 の 機 能 を

生 か す 場

共 感 的 関係 を

は ぐ くむ 場

自己存 在 感 を

確 か め る場

研
究
の
内
容
と
方
法

〈第2分 科会研究主題 〉

生活指導の機能 を生か した学習活動

研究仮説

学習活動 に生活指導の機能を生かす場 を設定 し、教師 と子 ど もあ るいは子 ど も相互の人

間的なかか わ りを支援の中心に していけば、 「自己決定 力」を高あ、 「共感的関係」を は

ぐくみ、 「自己存在感」を広げてい くことがで きる。

↑ ↑ ↑

生 活指 導 の ね らい

・個性の伸長

・社会的な資質、能力、態度の育成

・自己指導能力の育成

生 活 指 導 上 の 問題

・いじめ ・登校拒否

・学習意欲の低下 など

学 習 の 新 しい 重 点

・学ぶ楽 しさ ・目的意識

・体験的な活動 ・問題解決学習

・コミュニケー ション能力 など
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生活指導の機能を生かすてだて

■必 要な時間 を十分 とる。

●アイデ ィアがわか ない児 童のた めに、実物 に近い形 の見本 をな るべ く多 く用 意す る。
.難 しい ものに挑戦 する児童 には、 そのため に何をす る必要が あ るかを十分話 し合い、 や る気 をそが ない ように注意 しなが

ら決定を支 援す る。
●人 のまね でない、見 本 と同 じでな い、自分 ら しさが どこ に現 れ るか 、一 人一 人と確認 しあ う。

.何 人かで グル ープ をっ くり、 互 いにア ドバ イス しなが ら製作 で きるようにす る。
・完成 した作 品を互 いに鑑 賞 しあ う。

●T・Tと して、保護者 の方 に指導 の補助 にあた って もらい、教 師が人間 関係 に気を配 れる ようなゆ と りを もつ。

●全員 が作品 と して完成 す るよ うに最後 まで支 援を してい く。
・完成 した作 品は、 自分 らしさ(工 夫 した ところ)が わ かるよ うに、展示 の工夫 を して展 覧会 で発表 する。
・完成 した袋 をも って学年 で出かけ る機 会を もち、満足感 を味 わえ るようにす る。

児童の自己評価

●私 はあま り流 行にの って いな いか ら、肩 さげ型 に して、ひ まわ りを3つ つけ て自分 ら しさをあ らわ しま した。
●持つ ところ の色に こだわ った。

●ポ ケッ トを裏 につ けるはずだ った けど、表 に縫 い 目が 出て きたな くな るか ら、 予定を変 えて表 につ けるこ とに した。
●2時 間かけ て作 ったポケ ッ トだ った けど、使 いに くい し、全体 のデザ イ ンが こわれ るので、迷 った けど実際 には取 りつ け
なか った。

●最初 は手 さげ 型に しよ うと思 った けど、 手に持 つのは面 倒だか らナ ップ サ ック型 に決 めた。
●飾 りをつけ よう と思 った けど、 色を考 えて シンプルな方が い いと思 った。

●最初 はA君 に ミシンの使 い方 を教え てもら った。 あ とで今 度 はB君 にミ シンで どこを どうや って縫 うか を教え てあげ た。
●C君 が 【コあ きどま りの縫 い方 をや りやす く教え て くれた。
●D君 が、 ど うやって金具 をつ けるか をて いね いに教 えて くれた おかげで、 う まくで きた。
・ボ タ ンの格 好 いいつけ方 を教え ても らった。

●一 生懸命作 った 自分だ けのナ ップサ ックだ[早 く使 ってみ たい と思 った。
●や ったあ。 糸が ほつれ て、 ミシン縫 いが見 えて て、 ひ もが まが っているけれ ど、 うれ しい。
●前 考えて いた時 よ りち ょっと変わ ったけ ど、 自分の 思い通 りで きてす っご くうれ しい気持 ちで した。
●自分で作 ったか いが あ った。 とて も うまくできて いて、 とても うれ しい。か えるの マス コッ トをた くさんつ け、表情 もい

ろいろ変え たか ら本 当 に良 か った。
●早 く使い たいな。 でも私 自慢 の肩 さげかば んなので、 大切 にと って おこ うか なと思 いま した。
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【確認で きた ことと残 された課題】

自己決定す るカを育て るには、①一人一人の子 ど もにあわせて 、受容 した り、つ きはな し

てみ ること② 時間を子 ど もと確認 し、見通 しを もたせ ること③事前 に この先の学習に必要 な

基礎的な技能 を習得 させてお くこと④見本を用意 し、成功への期待感を もたせ ること⑤教 師

が相談者 とな って意欲を高め ること⑥解決す る課題の難易度が適 当であ ることな どが必要 で

あ ることが分か った。 さ らに、共感的関係、 自己存在感 を高め るために、児 童 自身がつ くる

自己評価 カー ドの工夫、教師が生活指導の機能3つ の視点を意識 して授業 に取 り組 むたあ に、

先生ふ りかえ りカー ドの工夫 、そ して これ らが 見てす ぐわか る指導案の書 き方 を工夫す るこ

とが課題 と して残 された。
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実践事例2〈 小学校 〉第5学 年 道徳

「自由 と規律」(1一 ③)資 料 「うばわれ た自由」(文 部省資料①)

学 習内容:「 自由 と規律」 にっ いて、資料 を通 して具体的 に問 いかけ ることによ って、

自由を大切 にす るたあ にはど うした らよいか、 自分の生活を振 り返 りなが ら考

えた。小 グループの活動を中心に して学 習を展開 した。

【学習の展開】

導

入

①

導

入

②

展

開

欠
丸

糸

末

学 習 活 動 生活指導のよさを生かす場 手 だ て と 支 援

「自由」という言葉から、どんなことを思い浮かべますか。

1「 自由」について自分の考えを

短冊に書く。
2友 達の考えと比べながら短冊を

はる。

麗
・自分の考えをもっ。

羅
●自分の考えと友達の考えの共通点

や違いに気付く。

●考えがまとまらない児童には、

個別に生活場面を思い起こして

みるよう支援をする。
●グループで協力 しながらはるよ

う支援する。

「自由」に対する友達の考えに対 して、質問や感想を話してみましょう。

3友 達の考えに対 して、質問をし

たり、感想を発表 したりする。

4資 料 「うばわれた自由」の前半

を読む。

懸
●自分の考えと友達の考えの共通点

や違いに気付く。

●友達一人一人の短冊に目を通 し

ておくように支援する

・黙 読 をす る。

王 子 とガ リュ ウー に な り き って 、 それ ぞれ の気 持 ち を想 像 して み ま し ょ う。

5二 人の気持ちを想像 しながらグ

ループで役割読みをする。

6王 子とガリュウーの自由に対す

る考え方をそれぞれの立場に立っ
て想像する。

騒
・役割を分担することによって学習

形成者の一員としての意識を高め

る。

●一人一役の分担になるように支

援する。
・どちらの立場をより想像 したい

か選ばせる。
・二人の争いの視点を明らかにす

る。

王子とガ リュウーの自由に対する考えについてどう思いますか。

7王 子とガリュウーの自由に対す

る考え方について、自分の考えを

発表する。

瞳
・自分についての自分の考えを整理

する。

・自分ならばどうするかと、立場

を置き換えて考えてみるよう支

援する。

王子とガ リュウーのその後を読んでどう思いましたか。

8資 料の後半を読んで王子の心情

を想像し、感想を発表する。

9初 めに連想した自由と今の考え

を比べてみる。

羅
・自分なりに考えたり、友達の考え

を理解 したりする。

・範読をする。
●同じ意見 ・付け足 し・違う意見

がわかるように挙手で合図 し、

相互指名する。

学校生活の中で、自由をどのように考えればいいと思いますか。

10自 由 につ いて の考 え を ワー ク

シー トに記 入 し、 発表 し合 う。
騒
・自由についての自分の考えをもっ。

躍
・自分の考えを発表し、みんなに聞

いてもらう。

●休 み 時 間 な ど、 楽 し く遊 べ な

か った時 の こ とを思 い起 こす よ

うな支 援 をす る。

・ワー クシー トを工 夫 す る。
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【生活指導の機能を生かす手だて ・学習活動における児童の反応】

生活指導の機能 3っ の機能を生かす手だて 児 童 の 反 応

自己存在感 ・ 「自由」につ いての連想を短冊に書い

て各 自が掲示する。
・小 グループの中で、一人一人が役割を

決めて、資料を読む。
・ 「自由」についての自分の考えをもち、

友達に話をする。
・記入 したワークシー トを掲示す る。

・友達の考え と似ているとか、ちが

うとかを見つけるのが大変だった。
・一人一役あると、やる気が出る。
・短冊を見ていたか ら、友達の言 う

ことがよくわかった。

・先生の赤ペ ンが楽 しみ。

共感的関係 ・自分の考えと友達の考えの共通 点や違

いに気付 く。
・互いの希望を尊重 しなが ら、協力 して

読みの役割を決める。
・発表を聞いて、自分なりに考えた り友

達の考えを理解 したりす る。

・自分では考えもしないようなこと

を連想 している人がいた。
●同 じ考えの人がいてよかった。

・友達の考えを聞 くのが楽 しかった。
・自分 も話せてよか った。

自 己決 定 ・ 「自由」について 自分なりに連想 した

ことを短冊に書 く。友達の考えと比べ

て、より近い考えで分類 して掲示す る。
・ 「自由」にっいての自分なりの考えを

もち、発表する。
●平素の生活に立ち戻 って、友達とのか

かわ りを通 して 「自由」についてワー

クーシー トに考えを書 き、発表する。

●初 めは、な にを書 いていいか分か

らなか った けど、 だん だん 自分の

気持 ちが決 まって きた。

・発表はで きなか ったけ ど、 ワー ク

シー トに書 くことが で きて ほ っと

した。

【生活指導の3つ の機 能を指導案 に組み込 んだ成果 】

○学級集団の中で、児 童一人一人が 自分の考 えを受 け止 めて もらった り、納 得のい く学 習活

動がで きて喜びを感 じた りで きる場面が従 来よ りも多 く見 られ るよ うにな った。 その結果、

一人一人のよ さが 、今まで以上 に浮 き彫 りに され、友達の よさに気 付 く児 童が増 え、互 い

に声をか け、励 ま し合 う姿が多 く見 られ るよ うにな った。

03っ の機能 は独 立 した もので はな く、常 に重複 した もの だが、一人一 人をよ り大切 に して

い くことを重点 と して指導 にあた った。 自分が集団 の中で役 に立つ存在 であ る、 自分 の考

えが分か って もらえ るとい う自己存在感 を強 く感 じることがで きた とき、児童 はその時間

の活動を 「楽 しか った」 と表現 した。 また、児童が満足感を覚えた ときは、必ず 、共感的

な関係 も、 自己決定 の力 もそこに有効 に働 いていた こと も分か った。指導者側 の視点が変

わ った ことで、児童 の物の見方、考 え方 に大 きな影響がでた ことが確認 された。
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1実鵬 例31〈 中学校 〉第2学 年 社会科(歴 史的分野)

単元名 「幕末の社会の様子(開 国から倒幕へ)」

(1)学 習の流れ と生活指導の3つ の機能 について

① 指導計画のそれぞれの時間の 中に、生活指導の機能(自 己決定 ・共感 的関係 ・自己存

在感)を 重点的に扱えるよ うに計画 した。

② 学 習形態 と して は、一 人の生徒が2つ の班に所 属す る班学習で実施 した。

③ 生活指導の観点にっいては、 「場の設定」 と同時に、生徒の変容に着 目 してそれぞれ

の観点の力が高め られ るよ うに計画 した。

1学 習テーマ提示1「 開国 によ ってなぜ幕府 は倒 されたのか」

↓

1学 習 課 題 分 担lr4っ の課 題」

↓

1個 人 課 題 設 定1

↓

1課 題 別 班 学 習1

↓

「調べ学習」

「調べ学習の発表」

「新 たな班の課題設定 」

自己決定1(与 え られた課題に取 りくむ)

自己決定2(す すんで課題を設定する)

匿 合 班 学 習1「 課題別班学習の内容」

↓ 「学 習 テ ーマ の ま とあ 」

1全 体 学 割r総 合班 ごとの発表」

自己存在感1

共感的関係1

自己存在感2

共感的関係2

(調べた内容を班員に伝える)

(班学習で協力をす る)

(班 の代表であ ることを実感

し、 自信が もて る)

(他 の班発表 にっ いて、認 め

合 い分の学習 に生かせ る)

(2)本 時の展 開におけ る教師の支援

生徒一人一人にっいて、 「自己決定 について支援が必要な タイプ」 「共感的関係 につい

て支援が必要な タイプ」 「自己存在感 につ いて支援が必要 なタイプ」に分 けた。 それぞれ

の タイプの生徒 に対 して、 あ らか じめ手 だてや支援 の方 法を 「生徒 のタイ プ別支 援記録

簿 」に記述 してお き、授業 の中で生徒の実際のよ うす につ いて も記入で きるよ うに した。

● 「自己決定」が苦手なAさ んへ の支援記録簿

生活指導の機能 学 習 活 動 生活指導の機能

共感的関係か らの
はたらきかけ

◎学習での自己決定の場面
◇Aさ んの姿 ▼教師の願い

自己存在感へ の
はた らきか け

が ら発表するよう
に促す

◎ 自分の調べたことを発表する
◇すすんで発表 しない

●班で順番を決めな → ▼調べた内容を自分で発表させ ←

たい

・他の班 員の発表を聞

かせて、発 表方法を
理解 させ、 自信 を持

たせ る

調べた内容が十分 でない部分 もあ
ったが、 自分の ワー クシー トの 内

容 を読み上げた

Aさ ん以外に も、発表方

法 につ いて、一緒 に指導

す る ことがで きた

◎ ワー クシー トに 自分の意見 を
記入す る
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◇悩ん で書 けない[
▼ 自分 の考えを表現 させたい ← ・答え られない ことは

班の課題にすること
を告げて、自信を失
わないよう助言す る

教師の支援でまとめた 質問を3つ して、答 え さ
せた

・班長に指示 し、質

問に限 らず感想 も

含めて発言で きる
よ うに促す

◎他の班員の発表に対 して質問
する

◇質問 しない
→ ▼他の班員の意見に注 目させ、

班員との関わりを持たせたい

◎他の班員か らの質問に答える
◇答えることができない
▼答えられなくとも、班学習に
すすんで参加する姿勢を持た
せたい

← ●答え られない ことは

班の課題 にす ること
を告げて、 自信を失
わ ないよう助 言す る

班長が指名 して、発言
を促 したが、発言はで

きなか った

Aさ ん の態度を中心 に見ていたが、

聞きなが らワークシー トにメモ して
いた

Aさ んに対 して質問の内
容を確認させた

●だれでに発言で き

るよ うな班 内の雰

囲気づ くりに努 め
る

◎班の話 し合いをす る
◇何 もいわないで座 っている

→ ▼積極的に話 し合いに参加 し、
発言 させたい

← ●Aの 発言が他の班員

の役 に立 って いるこ

とを実感で きるよう
に、ワーク シー トに
Aさ んの氏名を書か
せ る

適宜 、班 に助言 した 発言 まではで きなか ったが、聞 く態
度 で参加 した

他の班員がAさ んの ワー
クシー トを写 し取 った

授業 のメモ
Aさ んの 「自己決定 」が高 ま った と思 われ るの は、 「共感 的関係」か らの支援を

行 っなときで、やや 「すすんで参加」す る姿勢や態度 に表れて いたと思 う。
発言をす ることにっ いて は、 「自己存在感」の観点 での支援を次に計画 してい くと

効果的だ と思 う。

(3)自 己評価につ いて

教科の評価 に加えて、生活指導の観点 を評価 できるよ うに工夫 した。

班の話 し合 いに参加 し、意見を言 った

自 己 決 定 に

関 す る 評 価
班の話 し合 いで新 しく調べ ようと思 った

他の人に 自分の調べた ことを発表で きた

他の人か らの質問 に答え られた、または、考えた

自 己 存 在 感 に

関 す る 評 価
自分 の調べた ことが他 の人の役 に立 ったと思 った

班の中で自分の責任が果たせた

他の人の発表か ら自分 の学習 に生か したい ことが あ った 共 感 的 関 係 に

関 す る 評 価班の話 し合いをす るために協力 した
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(4)実 践の成果

① 学習形態 について

生徒一人一人が、複数の班 に所属す る形態を とったため、 「共感的関係」 は深め られ

た。生徒の感想 と して は次のよ うな ものがあ った。

●学習テ ーマ は難 しくして どうしていいか分か らない こと もあ ったが、班員が教えて く

れたところはよ く分か った。

・自分の調べた ことが他の人 に役 に立 ったのが うれ しか った。

●班の中での発表だ ったので、 自分の意見が言えた。

② 生徒の タイ プ別支援記録簿 につ いて

●授業を計画す る時に、教科のね らいの設定 と生活指導の機能を生かす場 を同時に組 み

入れ ることがで きた。

●生徒理解に基づいて、一人一人の生徒の状 況に合 わせた効果的な支援がで きた。

●一人の生徒 にっいて継続的 に観察す ることがで きた。

③ 自己評価について

●生活指導の3つ の機能 につ いて 自己評価をす ることで、教師の見方 と生徒 自身 の見方

の違いがわか り、生徒理解 に役立 った。

●時間 ごとに 自己評 価をす ることによって、授業 にお ける生徒一人一 人が取 りくむ 目標

や重点が明 らかにす ることがで きた。

6分 科会のま とめ

(1)研 究の成果

① 生活指導 のよ さを生 か した学習活動 の実践

生活指導を機能 と して とらえ、 「自己決定」、 「共感的関係」、 「自己存在感」の3っ

を生か した場 を学 習活動 の中に設定 し、一人一人を教師が支援 して い くことは、子 ど も

に自信 と喜びを もた らし、生 きる意欲 を高 めて い くことを実践 の中で あ らためて確認で

きた。

② 学習活動 での具体 的なてだての提案

「生活指導 を学 習活動 に生かす」 ことが あま り行われていない現状 にあって は、教師

が その意識を もち、授業のあ り方を変 えることが最 も大切 である。その時の具体例 と し

て 、3つ の機能 の指導案へ の位置づ け、子 ど もへ の支援記録 カー ドの作成 、 自己評価

カー ドの活用 な どを提示で きた。

(2)今 後の課題

① 学習活動 とその他の活動での相互実践

すべての活動 に生 きるのが生活指導で ある。その意味 で生活指導の もつ3つ の機能 を

生かす場は、すべての教育活動に設定で きる。 よって、学校行事や道徳 ・学級活動 など

の特別活動 な どにおいて も実践す ることが重要であ り、今後の課題であ る。

② 集団活動 の取 り入 れ

教師 と子 ども、子 ども相互の人間関係や子 ど も自身の存在感を高めてい くために、 グ

ループ ・エ ンカウ ンターや共同制作など、一つの ものをみん なで取組む活動 も行 いたい。
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IV研 究の成果 と今後の課題

研究主題 「生 きる力を育 て る生活指導」の下 に、2つ の分科会を構成 し研 究に取 り組ん だ。

ここで は2つ の分科 会に共通 にあげ られ る成果 と課題 につ いて述べ ることにす る。

1匪 璽
(1)小 ・中9年 間を見通 した生活指導の構築

2つ の分科会 とも、小学校5名 ・中学校5名 の10名 ずっで構成 した。 この ことは小 ・中

の教師の どち らの側 に も、子 ど も観や授業観を長いスパ ンの中で と らえ ることの重要性 を

認識 させ た。それが、小 ・中の子 ど もた ちの実情を発達段階的 に理解 し、系統立てた支援

のあ り方を考え る上で とて も有効 であ った。同時 に、今後 も小 ・中合同の研究を推進 して

い く重要性を確認 した。

② 「生 きる力」 にっ なが る生活指導観への変換

2つ の分科会 も 「生 きる力」につなが る 「豊か な人間性 」に焦点を 当てて研究を進めた。

第1分 科 会は豊か な人間関係を育成す る要素 と しての3っ の要素 を生か した集団活動を行

うことによ って、第2分 科会 は生活指導 の機能 としての3っ の機能 を生か した学習活動 に

よ って、子 ど も一人一人の豊かな人間性 を伸 ば して いこうと考 え、実践 した。 この ことは、

日々の教育活動のすべて を生活指導の観点か らとらえ直す ことにっ なが った。 これか らは、

「生 きる力」を育 てる ことをね らいと して積極 的な生活指導を推進す る ことの重要性を再

確認す ることがで きた。

(3}授 業におけ る生活指導 の位置付 けの明確化

2つ の分科会 とも、教 師 と子 ど も、あ るいは子 ど も相互の人間関係 や存在感 に視点 を当

てて研究を進めた。 この ことによって、授 業を通 して子 ど もたちの人間関係 の改善 を図 っ

た り、 自己存在感 を高めた りす ることがで きた。い じめや登校拒否 の予防には欠かせ ない

「生 きるカ」を教科 の学習の中で は ぐくむ方 法を示す ことがで きた。

21今 後 の課題1

(1)具 体的 な実践の積 み重ねや支援 のあ り方の検討

小学校の体育 ・道徳 ・家庭科 、中学校の社会で研究授業 を行 ったが、検証には もっと多

くの実践が必要で ある。小 ・中学 校 ともに他の教科及び領域等で さ らに し実践研 究を深め

てい くことが重要で ある。

② 長期 にわたる研究継続の必要性

日頃の教育活動 において、小学 校 と中学校が連携 ・協力 して教育を進め る機会が少ない

のが現状 であ る。 したが って、一 つの問題を考 える時、共 通理解す るまで とて も時間がか

か った。 長期 に渡 る研究 の継続によ って共通理解の内容を増や して、理論 と実践を高めて

い くことが 望まれ る。
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